


昨年に引き続き２回目の開催

錦江町ファン感謝祭

▶問合せ　観光交流課　☎ 28-2488

１年間の取組みを報告します！

ファンで協働交流プロジェクト
産学官で構成する「錦江町ファン」の連携による活動を進めています。
2018 年度のファン交流イベントを報告します。

　2 月 23 日、城山ホテル鹿児島で『錦江町ファン感謝
祭』を開催しました。感謝祭には、錦江町と包括的連携
協定を締結している鹿児島純心女子短期大学（以下「鹿
純心短大」）の学校関係者や、コラボスイーツを共同開
発しているローソン等の民間企業関係者、敵対都市提携
の出水市の関係者等、約 330 名の方々にご参加いただ
き、錦江町と鹿純心短大が進めている包括的連携協定の
取り組みについての学生によるプレゼンや、町が取り組
む「未来づくりプロジェクト」の報告をステージで行い、
会場横では、錦江町の特産品や観光地紹介の特設ブース
を設置し情報発信を行ないました。
　また、今回は有限会社おはら弁当や株式会社城山スト
アーのバイヤーによる商談会も行ない錦江町の加工食品
やお米に強い興味を示され、今後が楽しみな展開へと繋
がりました。

写真上から▶未来づくりプロジェクト取組報
告▶包括的連携協定のプレゼンをする鹿純心
短大の学生▶バイヤーとの商談会や特産品・
観光地などの紹介コーナーを設置

　昨年 6 月 8 日に鹿児島県庁で錦江町と出
水市は史上初となる「敵対都市提携宣言署名
式」実施し、錦江町と出水市はあえて対立構
図を持ち込み対決しながらお互いをＰＲして
いく新しい形の地域活性化の取り組みを行
なっています。昨年の対決として 7 月にオプ
シアミスミで錦江町の「くわがたガールズ」
と出水市の「とりとりガールズ」によるガチ
ンコ歌合戦で錦江町勝利。10 月の出水ツル
マラソンでの本町の木場一昭町長と出水市の
椎木伸一市長の 10 キロの部での対決では、
木場町長が敵地で力走しましたが、椎木市長
が少差で先着し出水市の勝利。11 月の錦江
町でんしろうトレイルでは、本町職員の池水
チームリーダーと、出水市の大橋勇太副市長
が 30 キロコースで健脚を競い、こちらも少
差で大橋副市長が先着し出水市の勝利。
　これからも錦江町と出水市は対立構図をと
りながらお互いをＰＲする地域活性化の取り
組みを行なっていきます。

町内産食材を使ったコラボスイーツ

第４弾はクレープオムレット
鹿純心短大生がプロ
デュースし、錦江町産の食材を
使うコラボスイーツの第４弾「ちょっ
ぴり贅沢クレープオムレット」がローソ
ンより発売されました。今年は、町内産
のイチゴ（さがほのか）とお茶（粉末茶）
とお米（コシヒカリ）を使用し、ローソ
ンやイケダパンのアドバイスを受けなが
ら、学生自ら商品のコンセプトやパッ
ケージデザインを考え商品化しました。
　田代猪鹿倉地区の水田で営農組合と学
生が共に田植えから稲刈りまでを行なっ
て育てたお米をスポンジ生地に使用し、
イチゴジャムとお茶カスタードクリーム
をはさんだクレープオムレットは贅沢な
味わいを県内ローソンから多くの方にお
届けしました。

出
水
市
と
敵
対
す
る
新
た
な
Ｐ
Ｒ
に
挑
む

史
上
初
の
「
敵
対
都
市
」
を
提
携

提
携
宣
言
署
名
式

出
水
ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン

ガ
チ
ン
コ
歌
合
戦

で
ん
し
ろ
う
ト
レ
イ
ル

鹿純心短大・猪鹿倉営農ローソン・イケダパン

KINKO TOWN PUBLIC RELATIONS  2019.423 22広報



消
費
税
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て

　
本
年
10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
の
税
率
が
８
％
か
ら

10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
同
時

に
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

●
軽
減
税
率
制
度
は
す
べ
て
の
事
業

者
の
方
に
関
係
が
あ
り
ま
す
。

●
帳
簿
・
請
求
書
・
レ
シ
ー
ト
等
の

記
載
を
税
率
ご
と
に
区
分
す
る
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
複
数
税
率
対
応
レ
ジ
や
、
受
発
注

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
導
入
・
改
修
が
必

要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
説
明
会
の
開
催
】

　
軽
減
税
率
制
度
や
軽
減
税
率
対
策

補
助
金
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
消
費
税

軽
減
税
率
制
度
説
明
会
」（
１
回
：

90
分
程
度
）
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

自
営
業
（
農
業
以
外
）
の
方
向
け

５
月
14
日
（
火
）

農
業
の
方
向
け　
５
月
15
日
（
水
）

●
開
催
時
間

１
回
目　
10
時
～

２
回
目　
13
時
～

３
回
目　
15
時
～

鹿
屋
合
同
庁
舎
（
国
）
４
階
会
議
室

（
鹿
屋
市
西
原
４
丁
目
５
番
１
号
）

当
日
は
、
筆
記
具
を
ご
持
参
い
た
だ

お
知
ら
せ

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ

ば
、
学
生
も
加
入
し
、
納
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生

の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た

め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合

（
所
得
の
目
安
）

１
１
８
万
円
＋{

扶
養
親
族
等
の
数

×
38
万
円}

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、
短

期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校（
修

業
年
限
1
年
以
上
で
あ
る
課
程
）に

在
学
す
る
学
生
等
で
す
。

　
な
お
、申
請
の
際
に
は
、「
学
生
証
」

等
の
証
明
す
る
も
の
が
必
要
で
す
。

▼
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
申
請
期

間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

２
０
１
９
年
4
月
か
ら
２
０
２
０
年

3
月
分
の
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申

請
の
で
き
る
期
間
は
、
２
０
１
９

年
4
月
か
ら
2
年
後
の
5
月
末
ま

で（
申
請
時
点
の
2
年
1
カ
月
前
の

月
分
ま
で
）で
す
。
申
請
が
遅
く
な

る
と
、
申
請
日
前
に
生
じ
た
不
慮
の

事
故
や
病
気
に
よ
る
障
害
に
つ
い
て
、

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
速
や
か
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
学
生
納
付
特
例
制
度
等
の
承
認
を

受
け
た
期
間
が
あ
る
と
、
保
険
料
を

全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
将
来

受
け
取
る
老
齢
年
金
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。
承
認
を
受
け
た
期
間
の
保

険
料
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ

と
か
ら
納
め
る
こ
と（
追
納
）
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
3

年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
、
承

認
当
時
の
保
険
料
に
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
プ
ラ
ス
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
２
０
１
９
年
度
は
学
生
納

付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料

の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
納
付

書
を
作
成
し
て
送
付
し
ま
す
。
お
手

数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
お
近
く
の

鹿
屋
年
金
事
務
所（
☎
０
９
９
４
‐

42
‐
５
１
２
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

年金だより　

学生納付
特例制度のご案内

住 民 税 務 課　☎ 0994-22-3039
住 民 生 活 課　☎ 0994-25-2511
鹿屋年金事務所　☎ 0994-42-5121

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

出
席
の
有
無
に
つ
い
て
の
事
前
の
連

絡
は
不
要
で
す
。

●
問
合
せ

鹿
屋
税
務
署　
個
人
課
税
第
１
部
門

☎
０
９
９
４
‐
42
‐
３
１
２
８

第
29
回
関
西
大
根
占
会
の
ご
案
内

　
第
29
回
関
西
大
根
占
会
総
会
及
び

親
睦
会
を
下
記
要
領
に
て
開
催
い
た

し
ま
す
。ふ
る
さ
と
の
思
い
出
話
や
、

近
況
話
で
に
ぎ
や
か
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
郷
里
の
方
々
も
同
窓
会
を
兼

ね
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時：平
成
31
年
６
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
時
00
分
～

●
場
所　
大
成
閣

大
阪
市
中
央
区
東
心
斎
橋
１
‐
18
‐
12

●
問
合
せ

会
長　
竹
下
義
孝

☎
０
９
０
‐
３
９
７
８
‐
０
１
０
６

事
務
局　
厚
ヶ
瀬　
優　

☎
０
８
０
‐
１
４
０
８
‐
０
２
８
２

大
根
占　
諏
訪
原
美
義

☎
０
９
０
‐
８
７
５
５
‐
４
５
５
２

（
フ
ェ
リ
ー
乗
船
割
引
券
あ
り
ま
す
）

第
35
回
近
畿
田
代
会
の
ご
案
内

　
第
35
回
近
畿
田
代
会
を
下
記
要
領

に
て
開
催
し
ま
す
。
今
年
も
趣
向
を

凝
ら
し
た
催
し
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
１
人
で

も
多
く
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

安心の 365 日・24 時間受付
家族葬、自宅葬から一般葬まで

なんぐう
愛・まごころ Lumiere

総 合 葬 祭

錦江町馬場 2142 番地 1（タイヨーさん隣）
℡（0994）28-3491・℡（0994）24-4444

「もしも…」の時。すぐ、お電話ください。
　　　　　　　　すぐ、お迎えに参ります。

居酒屋 和人（わじん）
錦江町馬場 978 番地 1（マルエイパチンコ裏　旧道）

℡（0994)22-2232

居酒屋和人
日替わりランチ、
みそラーメンもあるぞ！

食べて・飲んで・安くて・旨い店

（わじん）
お昼もやってます

●
日
時　
平
成
31
年
６
月
９
日（
日
）

　
　
　
　
10
時
50
分
～（
受
付
10
時
）

●
場
所　
道
頓
堀
ホ
テ
ル
（
大
阪
市

中
央
区
道
頓
堀
２
丁
目
３
‐
25
）　

☎
０
６
‐
６
２
１
３
‐
９
０
４
０

問
合
せ
：
事
務
局　
田
中　
諭

☎
０
７
２
‐
６
８
４
‐
１
２
０
４

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

全
国
戦
没
者
追
悼
式
の
ご
案
内

　
全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
を

希
望
さ
れ
る
遺
族
の
方
を
募
集
し
ま

す
。

●
期
日　
平
成
31
年
８
月
15
日（
木
）

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動 

●
場
所　
日
本
武
道
館
（
東
京
都
）

●
対
象
者

戦
没
者
の
配
偶
者
及
び
三
親
等
内
の

遺
族

一
般
戦
災
死
没
者
の
配
偶
者
及
び
三

親
等
内
の
遺
族

※
過
去
に
参
列
し
た
こ
と
が
な
い
方

を
優
先
し
ま
す
。

※
死
没
者
１
人
に
つ
き
複
数
の
参
列

遺
族
を
認
め
ま
す
。

※
「
次
世
代
へ
の
継
承
」
と
い
う
観

点
か
ら
「
18
歳
未
満
の
遺
族
」
に
つ

い
て
も
募
集
し
ま
す
。

●
申
込
期
間　
平
成
31
年
５
月
７
日

（
火
）
～
５
月
31
日
（
金
）　

●
募
集
人
員  

65
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
選
考
と

な
り
ま
す
。

●
申
込
先 

保
健
福
祉
課

　今年も海・山・川と変化に富んだ美しい大自然
と南国の太陽に恵まれた照葉樹林が続く「錦江町」
をステージに、「第 11回鹿児島県照葉樹林の森サ
イクルジャンボリー」九州本土最南端ヒルクライ
ムレースを開催します。2020 年「第 75 回国民
体育大会」燃ゆる感動かごしま国体のロードレー
スコースの一部を使用しての本格派ロードレース
をお楽しみください。

照葉樹の森サイクルジャンボリー
参加者 を募集 します

株式会社ベルキャンパス　☎ 0994-45-6162

▶開催期日

５月 19 日（日）9 時スタート
▶申込締切

５月７日（火）

☎
22
‐
３
０
４
２

敬
老
金
支
給
の
見
直
し
に
つ
い
て

町
で
は
、
平
成
31
年
度
か
ら
敬
老
金

支
給
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
厚
労

省
が
公
開
し
た
「
平
成
29
年
簡
易
生

命
表
」
に
よ
る
と
日
本
の
平
均
寿
命

は
、
男
性
が
81
歳
で
世
界
第
３
位
、

女
性
が
87
歳
で
世
界
第
２
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
検

討
を
行
っ
た
結
果
、
満
75
歳
支
給
額

を
今
年
度
１
万
円
か
ら
５
千
円
に
見

直
し
ま
す
。
敬
老
祝
金
と
し
て
の
趣

旨
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
敬
老
金
の
基
準

日
は
９
月
１
日
で
、
９
月
中
に
支
給

し
ま
す
。
今
年
度
の
満
75
歳
対
象
者

は
、
昭
和
18
年
９
月
２
日
～
昭
和
19

年
９
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
す
。

●
問
合
せ

本
庁
福
祉
チ
ー
ム
☎
22
‐
３
０
４
２

支
所
民
生
チ
ー
ム
☎
25-

２
５
１
１

農
作
業
事
故
の
防
止
に
つ
い
て

　
４
月
か
ら
６
月
は
、
田
植
え
や
さ

つ
ま
い
も
の
植
付
け
な
ど
、
農
作
業

が
忙
し
く
な
る
時
期
で
す
。
ト
ラ
ク

タ
ー
や
田
植
え
機
等
の
農
業
機
械
を

利
用
す
る
際
は
、
家
族
や
地
域
で
声

を
か
け
合
っ
て
、
農
作
業
の
安
全
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
注
意
喚
起
事
項

●
ト
ラ
ク
タ
ー
の
安
全
フ
レ
ー
ム
の
装

着
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
忘
れ
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

●
技
術
を
過
信
せ
ず
、
農
業
機
械
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
農
作
業
に
行
く
際
は
、
携
帯
電
話
を

持
ち
歩
く
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
点
検
や
雑
草
等
の
巻
き
付
き
を
取
り

除
く
時
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
ま

し
ょ
う
。

●
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

●
熱
中
症
対
策
に
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
取
得
税
・
自
動
車
税

　
自
動
車
取
得
税
は
、
自
動
車
を
取

得
し
た
と
き
に
、
一
度
だ
け
納
め
て

い
た
だ
く
税
金
で
す
。
軽
自
動
車
お

よ
び
営
業
用
の
自
動
車
に
は
取
得
価

額
の
２
％
、
そ
の
他
の
自
動
車
に
は

取
得
価
額
の
３
％
の
税
額
が
課
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
電
気
自
動
な
ど
の
一

定
の
条
件
を
満
た
す
自
動
車
を
取
得

し
た
場
合
は
、
税
が
減
額
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
自
動
車

税
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
、
運
輸

支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の

所
有
者
（
使
用
者
）
に
納
め
て
い
た

だ
く
税
金
で
す
。
住
所
や
名
前
が
変

わ
っ
た
時
は
、
運
輸
支
局
と
県
へ
の

届
出
を
確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

鹿
児
島
運
輸
支
局
登
録
部
門

☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
８
９

奄
美
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
９
０

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課　

☎
０
９
９
‐
２
６
１
‐
５
６
１
１

身
体
障
害
者
な
ど
に
対
す
る
自
動
車

税
・
自
動
車
取
得
税
の
減
免

　
県
で
は
、
体
の
不
自
由
な
方
な
ど

が
使
用
さ
れ
る
自
動
車
に
つ
い
て
、

自
動
車
税
と
自
動
車
取
得
税
の
減
免

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
で
、
対
象
と
な
る
障

害
の
範
囲
に
該
当
す
れ
ば
、
減
免
と

な
り
ま
す
。

　
減
免
上
限
額
を
超
え
る
差
額
に
つ

い
て
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
税

額
や
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は
鹿
児

島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課
和

☎
０
９
９
‐
２
６
１
‐
５
６
１
１

ＷＥＢエントリー
ページはこちら▶

KINKO TOWN PUBLIC RELATIONS  2019.425 24広報



フォトニュース！

　３月17日（日）、花瀬公園まつり駅伝大会を開催し、駅
伝部門に35チーム、ひとり駅伝部門の22名が参加して
田代地区一周16.4キロのコースで健脚を競いました。
　各部門の優勝チームは次のとおりです。

初の「ひとり駅伝」も全員完走
恒例の花瀬駅伝大会を開催

　錦江町ふるさと大使の三遊亭歌之助さんが、四代
目三遊亭圓歌を襲名し、３月５日（火）に帝国ホテル
で襲名披露会見を開催しました。襲名披露興行では
「笑いの取れる落語をどんどんやっていきたい」と決
意を語りました。興行は東京・上野の鈴本演芸場を
皮切りに都内の寄席で50日間、その後各地で開催を
予定しています。

錦江町ふるさと大使の歌之助さん
四代目 三遊亭圓歌を襲名

まちの話題をピックアップ

　畜産業のさらなる振興を目指し、３月28日（木）、
町文化センターで畜産振興大会が開催されました。
畜産情勢の報告や表彰式、農業後継者の行われ安
心・安全な食肉の提供に向けたスローガンが採択さ
れました。表彰では、有限会社仮屋ファームの仮
屋明日香さんが、学校給食への舞桜豚（まおうとん）
提供や、農場HACCP認証の取得による輸出に向け
た取り組みで、特別彰を受賞しました。

畜産業のさらなる発展を目指し
第 11 回畜産振興大会を開催

～ み ん な で 未 来 を つ く ろ う ～

錦江町「MIRAI」づくりプロジェクト
将来の錦江町を、日本を引き継ぐ子どもたち。

私たちの子どもや孫のためにいま私たちに何が出来るか、

一緒に力を合わせて、知恵を出し合って考えてみませんか？

　『ＭＩＲＡＩ』づくりプロジェクト
　最新情報を公開しています。
錦江町まち・ひと・ＭＩＲＡＩ 検索

問合せ：錦江町まち・ひと・『MIRAI』創生協議会　☎ 0994-25-1001

　　　クラウドファンディング４月 19 日
　　　スタート！応援よろしくお願いします！
7 月に錦江町「公営塾」を開設予定です。
　町内の学びの場づくりの一環として、今年 1 月
～ 2 月に学校でのアンケート調査や保護者意見交
換会を実施してきました。この内容やこれまでの実
証実験を踏まえ、町内の子どもたちの「基礎学力の
向上」と、これからの時代に必要となる「情報活用
能力の育成」を視野に入れ、タブレットやパソコ
ン、遠隔授業システムを取り入れた ICT 活用型の
公営塾を今年 7 月に開設する予定です。個別最適
化された学習環境の実現を目指し、地方課題である
学習機会格差の是正に向けて取り組みを進めていき
ます。
　また、この開設に必要な機材購入の為、4 月 19
日よりクラウドファンディング（インターネット
を使って全国の支援者の皆さまに資金を募る仕組
み）を実施します。将来やりたいことがある子ども
たちが夢を実現出来る町を目指すため、ぜひ町内
の皆さんやご出身者の皆さんからもご支援・応援
頂きたくお願い致します。目標金額は 120 万円で
「Readyfor」というサイトで支援を呼びかけます。
（詳細は町ホームページや MIRAI 創 生協議会
Facebook でご確認をお願い致します）

平成 30 年度に実施した主なプロジェクト
　錦江町「MIRAI」づくりプロジェクトは次の４つ
の未来像を目指しています。
①住民や移住者が、明日への希望を持ってビジネス
や地域づくりにチャレンジできる町。
②住民と移住者が一緒になって、世界で勝負できる
価値創造型ビジネス創りや新たな集落支援活動に
チャレンジできる町。
③なりたいもの、やりたいことがある子どもたち
が、夢にチャレンジできる町。
④町民が胸を張って「錦江町に住んでいる」と誇れ
る町。誇りとワクワク感に満ちた希望の「MIRAI」
が想像できる町。
　このような未来の実現に向けて、町民・支援者・
行政・ヨソ者が一丸となってプロジェクトを推進し
ています。

土台づくり
　町が活性化していく為に大切な、「町民・行政
がみんなで行う未来づくり」への意識＝「土台」
をしっかりと築く為の事業を実施しています。

第 3 回「未来」想像・創造コンテストを開催
しました。
　ふるさと納税の「体験型返礼品」「困りごと解決
型返礼品」のアイデアを町民・町出身者・寄付者の
皆さまに募集し、20
件の未来志向な提案を
頂きました。この提案
を 基 に、 今 後 MIRAI 
創生協議会が返礼品開
発を進めていきます。

学びの場を
作ろう！

▶小学生の部：神山ジュニア A　▶一般の部：オール有明中
▶中学生の部：田崎中　　　▶女子の部：鹿屋高校陸上部 C

特
別
賞
を
受
賞
し
た
有
限
会
社

仮
屋
フ
ァ
ー
ム
の
仮
屋
明
日
香
さ
ん

ひとり駅伝完走しました！
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「MIRAI」づくりプロジェクトが多くのメディ
アに掲載されました。
　各種プロジェクトが新聞で 20 回、テレビで 7 回、
刊行物で 2 回、WEB メディアで 30 回取り上げら
れました。

なかまづくり
　町外から移住者を誘致するために、まずは「真っ
当」で「質の高い」様々な取り組みを着実に実践し、
町に移住してもらいたい方々に直接ＰＲすること
で町の想いや実践活動に共感してくれた移住者を
柔らかく受け入れる体制を整えていきます。

移住誘致フェア出展参加
　首都圏等での移住誘致
イベント (「日本全国！
地域仕掛け人市」「JOIN
移住交流＆地域おこし
フェア」他 ) で錦江町の
PR や移住誘致活動を実
施しました。

移住希望者視察支援・相談受付
　行政各課、地域住民、先輩移住者など多くの皆さ
んのご協力のもと、平成 30 年度は 4 組 6 名 ( 計 5
回 ) の移住下見のコーディネートを実施しました。
また、町議会議員による「あなたの移住応援します
隊」との移住に関する情報交換会や、移住者、町民、
先輩移住者が交流できる機会を提供し、支援体制強
化を行いました。

しごとづくり
　町内事業者の利益増加や、子どもたちが憧れる
ような新しいビジネス興し、そしてその環境整備
を支援する事業を進めています。

錦江町サテライトオフィスに進出第一号企業
　錦江町サテライトオフィス（旧神川中学校）に、
正式進出第一号となる「株
式会社あしたのチーム」
（人事評価システムの構
築・運用企業）が入居され
ました。2 名の地元雇用が
実現し、町内中学校での
キャリア教育を始め、働き
方改革の実践と啓蒙を進められています。

全国従業員募集プロジェクト
　株式会社ビズリーチが運営する求人プラット
フォーム「スタンバイ」での情報発信や、町内の事
業者様から提案のあった求人情報マッチングの仕組
み作りの基本調査を実施し、継続して運用策定を
行っています。

ひとづくり
　これからの時代を生きるために必要な見識を広
げる場・機会を創出し、地域の未来を作っていく「人」
を育てるための人材育成事業を実施しています。

ニセコ町での合同研修と事後学習会を開催し
ました
　住民自治先進地・ニセコ町 ( 北海道 ) を研修先に
町民・町議会議員・特別職・行政職員合同研修を実
施し、木場町長をはじめとする 12 名が参加し、情
報共有や住民参加の在り方、まちづくりについて学
びました。(11 月 13 日～ 15 日 )

小児科／産婦人科オンラインの導入実証実験
を行いました。
　政策提言コンテストで町民
からの提案を受け、スマホで
小児科医・産婦人科医に相談
出来るサービス「小児科／産
婦人科オンライン」の導入実
証実験を実施し、平成 31年
度も継続運用が決定しました。

フランスの大学院生をインターン生として受
け入れました。
　フランス有数の農業系大学院 ENSAT から、農業
環境分野で活動するインターン生エレオノールさん
を受け入れ、自然や農業を活かした外国人観光客向
けのエコツーリズム／グリーンツーリズムの可能性
調査、緑茶振興に関する考察、参加型自然観察会
(OPB) の企画・開催やくわがたガールズとしての
PR 活動も実施しました。

台湾大学の学生との共同研究を行いました
　８月３日から約２週間、国立台湾大学の学生３名
を受け入れ、錦江町の農業や農産物をテーマに分析
調査を行い、錦江町茶葉の台湾における販売戦略を
提案してもらいました。

「錦江町 MIRAI 塾」を開催しました。
　先端技術やこれからの働き方、まちづくりについ
て学ぶ「MIRAI 塾」を計 18 回実施しました。今
年度は自前開催による講座も開発し、田代小学校な
どで計 4 回実施しました。

新しい絆づくり
　人口減少が進行する中、地域の皆さんと一緒
にこれからの地域のあり方について話し合い、
「支え合い」が実感出来る、安心して生活できる
ゆるやかな仕組みづくりを進めていきます。

全住民アンケート「地域の現状、みんなで理
解しよう！」を実施しました。
　神川中自治会・宿利原地区公民館の皆さまのご協
力を頂き、中学生以上の全地域住民を対象としたア
ンケート調査を行い、地域ごとの困りごとや問題点
を分析・見える化し、課題解消に向けた地域の皆さ
んとの意見交換会及び報告会を実施しました。

【ふるさと納税事業】町内事業者の皆さまのご
協力により寄附金額が前比 71% 増！
　これまで都市部業者に委託していたふるさと納税
の事務運用を平成 29 年 8 月から MIRAI 創生協議
会に移管し、手数料利益を町の取り組みに還元する
仕組みを作り、約 1 年半が経過しました。寄附金
の未来志向な使い方を町民・出身者・行政が一緒に
なって考え、条例化し実行する取り組みが、寄附者
や町外支援者の皆さんから多くの共感を頂き、た
くさんのご支援や応援の声を頂いています。そし
て町内事業者の皆さんの多大なご協力により、前
年度と比較して寄附金額は約 71% 増加（寄附金額
63,775,800 円 ※）、寄附件数は約 46% 増加（寄
附件数 2,587 件 ※）、登録商品数は前年度 48 点
から 128 点まで増加しました。（※ 3 月 31 日寄
附完了分時点）

町民サポーターを結成しました。
　MIRAI づくりプロジェクトをお手伝い下さる総
勢 12 名 ( 平均年齢 35 歳、男性 5 名・女性 7 名 )
の志の高い町民の皆さんによるサポート組織を結成
し、各事業の意見交換会やワークショップを実施し
ました。

錦江町フォトコンテスト

[ 予告 ] ５月のお題は「田舎暮らし」

　３月の「今月のお題」部門へのご応募ありがとうござ
いました。４月のお題は「春」です。錦江町の春を感じ
る写真をご応募ください。
●応募方法
【step1】いずれかの SNS(Facebook/Twitter/ イン
スタグラム ) で公式アカウント「錦江町フォトコン」
をフォローします。
【step2】ハッシュタグ「# 錦江町フォトコン」と「# 春」
をつけて投稿してください。（※ご注意：①投稿のプラ
イバシー設定を「公開」にして下さい。②ハッシュタ
グは半角で入力してください）

▶応募締切　４月 30 日（火）
▶受賞作品発表　 ５月中旬予定
▶ご注意　写真に人物が写っている場合、
必ずその本人の許可を得てご応募をお願いします。

２
月
の
お
題
「
趣
味
」

４月のお題は「春」

最優秀賞　いまいちゃん さん
（町内在住）
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やまぶんブックニュース
Y am a b u n　　 　　Bo o k　　　　 New s

今月の新着本

●話題のポイント
今年１月に亡くなられた女優の市原悦子さん。これまで
に出版された書籍がまた話題となっています

「ホントはね、話したくなかったの。
でも、ひとりごとも聞いてもらえるう
ちが花かな―」四十余年におよぶ舞台
と芝居への熱い想い。知られざる素
顔、そして人生のことなど。ユーモア
と魅力の写真で贈る初のエッセイ。

ひとりごと　著：市原　悦子

話 題
いま話

・ ・
題のあの本

「2018 年ミステリー大賞１位」
今年２月に続編も刊行された作品で、
神木隆之介さん主演で映画化決定！
夏合宿でペンションを訪れた謎のミ
ステリー愛好会のメンバー。肝試し
を決行した夜、予想もしなかった出
来事に遭遇する。

屍人荘の殺人　著：今村　昌弘
文セ図

図書司書補が厳
・ ・
選する今月の１冊

　　　　▶文化センター図書室（大根占）☎ 0994-22-0517　▶やまんなか図書室（田代）☎ 0994-25-2511
　　　▶開館時間：午前９時～午後５時まで（12 時～ 13 時閉館）▶休館日　文　毎週月曜　や　毎週火曜（祝日の場合は翌日休館）

図書室からのビッグでブックなお話です！

やくそくしようよ、
とびだしきんし！

作：深山さくら　絵：林なつこ

320 万部のベストセラーシリーズが
4 年ぶりの新作。舞台は地域医療支
援病院から大学病院へ。内科医の栗
原一止を待ち受ける新たな試練！ 29
歳の膵癌患者の治療方法をめぐり、
局内の実権を掌握している准教授と
激しく衝突してしまう。

新章　神様のカルテ　著：夏川　草介

ベ
ル
リ
ン
は

　
晴
れ
て
い
る
か

　
　
著
：
深
緑
野
分

熱
帯

著
：
森
見
登
美
彦

愛
な
き
世
界

　
著
：
三
浦
し
を
ん

富
と
幸
せ
を
生
む
知
恵

著
：
渋
沢
栄
一

子どもたちにオススメの本

※文＝文化センター図書室　や＝やまんなか図書室

や
ま
ん
な
か
図
書
室

文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
室

い
ま
話
題
の
本
を
毎
月
ご
紹
介

やま図
絵
本

紙
芝
居

Ｅ．Ｔ．
宇宙からきたともだち
原作：メリッサ・マシスン

猫
が
い
な
け
り
ゃ

　
　
息
も
で
き
な
い

著
：
村
山
由
香

分 か り や す く ド ラ マ
チックにアドラーの教
えを伝えるため、哲学者
と青年の対話篇形式で
解き明かしています。対
人関係、人生に悩むすべ
ての人に贈る一冊。

嫌われる勇気　著：岸見一郎／古賀史健

200 万部を突破したベ
ストセラー作品。
「成功法則書を読んで
も成功しないのはなぜ
か ?」この疑問に対す
る 1 つの答えを用意し
た一冊。

夢をかなえるゾウ　著：水野敬也春に読みたいおすすめ本

進学や転職など、人生には
新たな挑戦をする機会が
たくさんあります。この
春、新たな一歩を踏み出し
たあなたにぜひ読んでほ
しい本を２冊ご紹介。

樹
木
希
林

１
２
０
の
遺
言

著
：
樹
木
希
林

連休期間中の休館日

４月 30 日
～

こ
の
期
間
は
お
休
み
で
す

ゴールデンウィーク

５月７日

森林環境保全監に就任

中村 ユキ さん（錦江園）
大正８年３月 29 日生まれ

１
０
０
歳

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
中
村

さ
ん
に
は
、
長
寿
を
祝
っ
て
賞
状

と
お
祝
い
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

有害鳥獣捕獲実施隊６名委嘱
農作物の被害や鳥獣が出没した場合に
年間を通じて出動し、捕獲や追い払い
を行う有害鳥獣捕獲実施隊を６名に委
嘱しました。写真左から唐仁原浩一さ
ん、笑喜和則さん、堀内美佐夫さん、
大園和德さん、北勉さん、桑原等さん。

町職員退職者紹介
平 成 31 年 3 月 31 日
で３名の職員が退職し
ました。

・上園ひとみ（写真左）
・有村なり子（写真右）
・表木愛忠

森林環境譲与税を活用し、森
林整備を推進するための人材
育成や木材利用の促進、普及
啓発活動など行います。任期
は 2019 年４月１日から１年
間です。小島 利明 さん

森林環境保全監

土づくり支援センター
GW 中の連休情報
ゴールデンウィーク期間中、土づく
り支援センターは４月 28 日～５月
６日まで休館します。

４月 28 日▶５月６日は休みです

よろしく

お願いします！
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▶大根占地区
・公営　錦江まつさき住宅………… １戸
・公営　港団地……………………… ３戸
・特公　芝山団地…………………… １戸
・町営　今町団地…………………… １戸
・町営　池田教職員住宅…………… １戸
お問い合わせ及び入居希望の方は、本庁
建設課へご連絡ください。

（４月１日現在）

町営住宅 空き家情報

�諸事情により変更となる場合がござい
ますので、ご利用の前にお問い合わせ
ください。

休日の在宅当番医
月　日 病　院　名 電話番号

4月 14日 じょうさいクリニック 24-2977

4月 21日 濵畑クリニック 25-2575

4月 28日 肝属郡医師会立病院 22-3111

4月 29日 長浜医院 22-0137

4月 30日 津崎医院 24-2153

5月 1日 津崎医院 24-2153
5月 2日

～6日 肝属郡医師会立病院 22-3111

■お問い合わせ番号一覧
・保健福祉課……………☎ 0994-22-3044
・地域包括支援センター……☎ 0994-22-3030
・鹿児島県司法書士会…☎ 099-256-0335
・総務課 ･････････････ ☎ 0994-22-0511
・建設課 ･････････････ ☎ 0994-22-3033
・教育課 ･････････････ ☎ 0994-22-0517
・観光交流課 ･････････ ☎ 0994-28-2488
・南大隅地区司法書士法律相談センター
　　　　　　　　………☎ 0994-22-1315

※�げんきぼ教室、国保運動教室は随時参加者を募集しております。詳しくは、
保健福祉課または地域包括支援センターへお問い合わせください。

行事・イベント

内　　容 月　日 場　　所 時　間 問合せ

花瀬公園まつり ４月14日（日） 花瀬公園特設会場 10:00～15:00 観光交流課

田代地区
春季畜産共進会 ４月22日（月） 川原農畜産施設 9：30開会 産業建設課

大根占地区
春季畜産共進会 ４月24日（水） 花ノ木家畜集合施設 9：30開会 産業振興課

内　　容 月　日 場　　所 時　間 問合せ

母子相談 4月15日（月） 田代保健福祉センター 9：00～10：30

保
健
福
祉
課

離乳食教室 4月19日（金） 錦江町保健センター 9：15～12：00

妊婦教室 4月22日（月） 錦江町保健センター 13：00～16:00

乳児健診 4月24日（水） 錦江町保健センター 13：00～16:00

たんぽぽ教室 4月25日（木） 錦江町保健センター 9：00～11：00

1～3歳児歯科健診 5月8日（水） 錦江町保健センター 13：00～16：00

母子相談 5月13日（月） 田代保健福祉センター ９：00～10：30

ひよこルーム 5月13日（月） 錦江町保健センター 13：00～15：30

子育て・各種教室

内　　容 月　日 場　　所 時　間 問合せ

無料法律相談 毎週月曜日 南大隅地区司法書士
法律相談センター 13:00 ～ 16:00 鹿児島県

司法書士会

行政相談・
心配ごと相談

4月23日（火）
5月9日（木）

田代保健福祉センター
町老人福祉センター

9：00 ～ 12:00 総務課

相　談

※�行政相談・心配ごと相談は日程が変更になる場合があります。事前にご確認ください。

くらしの情報

地 区 戸 数 地 区 戸 数
城元 1戸 麓 １戸
馬場 3戸 上部 ０戸
神川 1戸 大原 ０戸

宿利原 ０戸 川原 ０戸
池田 ２戸 花瀬 ０戸

空き家バンク 登録情報

詳細情報は町ホームページをご覧ください
問合せ　政策企画課　☎22-3032

（４月１日現在）

住民基本台帳法改正に伴い、外国人住
民も含まれます。

平成31年４月１日現在
人口の動き

前月比
人　口 ７、４７４人 （△47）
男 ３、４９９人 （△25）
女 ３、９７５人 （△22）

世帯数 ３、８４１戸 （　0）

転入・出生 68人
転出・死亡 115人

平成31年３月１日～３月31日届出

▶
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